
「地震対策オペレーション２０１７」に参加

先輩隊員が母校訪問

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
阪
神

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
１
月

こ
の
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
を
想
定
し
た
図
上
訓
練
で
あ
り
、

務
を
有
し
て
お
り
、
本
訓
練
に
参
加
し
た
地
本
連
絡
要
員
は
、
本
番
さ
な
が
ら

静
岡
地
本
は
、
大
規
模
震
災
が
発
生
し
た
際
に
県
庁
に
最
も
近
い
自
衛
隊
組

し
、
人
命
救
助
対
策
及
び
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
原
子
力
緊
急
事
態
に
対
応
し

機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
応
に
迅
速
に
対
応
出

館
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
「
地
震
対
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１

携
強
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

て
習
熟
を
図
っ
た
。

鈴
木
１
士
は
、
県
立
吉
原
工
業
高
校
を
卒
業
し
、
平
成
２
８
年
４
月
に
一
般

得
て
き
た
も
の
を
伝
え
る
べ
く
母
校
訪
問
を
行
っ
た
。

鈴
木
１
士
の
話
を
聞
い
た
後
輩
は
、
こ
の
短
期
間
で
自
衛
官
と
し
て
、
ま
た
社

等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
る
と
、
鈴
木
１
士
は
先
輩
と
し
て
丁
寧
に
答
え
、
後
輩

母
校
を
含
め
た
多
く
の
若
者
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国
防

第
１
施
設
大
隊
交
通
小
隊
で
勤
務
し
て
い
る
。
本
年
も
同
校
か
ら
４
名
の
後
輩

そ
の
後
、
在
校
時
に
所
属
し
て
い
た
野
球
部
を
訪
れ
、
部
活
の
後
輩
へ
ア
ド

え
や
、
入
隊
後
の
教
育
内
容
等
に
つ
い
て
自
ら
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
説
明
し

た
。

７
（
大
規
模
図
上
訓
練
）」
に
参
加
し
た
。

織
と
し
て
県
庁
等
へ
速
や
か
に
連
絡
要
員
を
派
遣
し
、
連
絡
・
調
整
を
行
う
任

た
住
民
避
難
等
の
応
急
対
策
を
図
上
で
検
証
し
た
。

訓
練
は
約
３
時
間
行
わ
れ
、
地
震
発
生
か
ら
１
０
．
５
時
間
経
過
後
を
想
定

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
県
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

・
淡
路
大
震
災
の
発
生
か
ら
２
２
年
と
な
る
１
月
１
７
日
（
火
）、
静
岡
県
庁
別

災
害
応
急
対
策
の
検
証
と
習
熟
を
図
る
と
と
も
に
、
各
防
災
関
係
機
関
と
の
連

の
状
況
下
に
お
い
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
要
領
や
情
報
の
伝
達
要
領
に
つ
い

来
る
よ
う
万
全
を
期
し
て
い
く
。

２
０
日
（
金
）、
鈴
木
辰
徳
１
等
陸
士
の
母
校
で
あ
る
高
校
訪
問
を
実
施
し
た
。

が
自
衛
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
と
な
り
、
先
輩
自
衛
官
と
し
て
自
身
が
自
衛
隊
で

バ
イ
や
エ
ー
ル
を
送
る
と
と
も
に
、
職
業
と
し
て
の
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
た
。

た
。
ま
た
、
入
隊
予
定
者
が
現
在
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
職
種
の
選
定

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
す
で
に
入
隊
し
て
い
る
先
輩
隊
員
と
連
携
を
図
り
、

曹
候
補
生
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
。
現
在
は
朝
霞
駐
屯
地
（
埼
玉
県
）
の

が
感
じ
て
い
る
不
安
の
払
拭
に
努
め
て
い
た
。

母
校
訪
問
で
は
、
ま
ず
入
隊
予
定
者
と
の
懇
談
を
行
い
、
入
隊
ま
で
の
心
構

会
人
と
し
て
も
成
長
し
た
先
輩
の
姿
や
話
し
方
等
に
驚
い
て
い
る
様
子
で
あ
っ

や
災
害
派
遣
に
意
欲
を
持
つ
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。


